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■ 結果の概要 
 

1) 地下水位： Ds1層の地下水位は、南西から北東に向かって低下する。局所的には旧地形の谷部で
地下水位が低い傾向が認められる 

 
2) 地下水の流れ：地下水は水位の高い方から低い方に流れる。Ds1 層の地下水は、大局的に南西か
ら北東の方向、局所的には旧地形の尾根から谷の方向および谷沿いの方向へ流れている 

 
3) 地下水の水質：ほぼ全ての地点で地下水環境基準※を満たした 
地下水環境基準に示される項目の基準超過は認められないが、峠谷埋立区の MB No.4、MB 
No.11、MB No.13では電気伝導率と塩素イオン濃度が他地点の 2～10倍程度になっている。
下流側のMB No.9、MB No.9付近のマンホールにおいても電気伝導率と塩素イオン濃度が他地
点の 2～5倍程度となっている。 
 
 
 
 
 

 
 
※ 「地下水の水質汚濁に係る環境基準（平成 9年 3月 13日環境庁告示第 10号）」に示される基準値であり、
維持されることが望ましい基準 

 
◆ 調査目的 

周辺地下水の水質を分析することで、“ 周辺環境への影響の有無” を把握する。 
また、汚染が確認された場合、地下水に溶出・地下水の流れに沿っての拡大が懸念されるため、

“ 地下水の流れの方向” を把握し、“ 対策の必要性の検討” 等に活用する。 
◆ 調査内容 

調査箇所：Ds1層(次頁参照)：13箇所（地下水観測孔MBNo.1～MBNo.13） 
      Ds2層(次頁参照)：2箇所（上流側・下流側モニタリング井戸） 

       伏流水等の浅い地下水：２箇所（MBNo.2別孔、MBNo.９付近マンホール） 
調査項目：水位測定、水質分析：33項目（地下水環境基準[重金属類等]、 

その他[塩素ｲｵﾝ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類等]） 

② 地下水調査（流向・水質）【データ集：P.5～6】 
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※茶色の等高線：昭和 37年の地形図を重ね合わせた 
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＜メモ＞降水が地中へ浸透し地下水となって地層を流れる間に、地下水に周囲の地層から物質が溶出し溶存成分を

増加していく。水の溶存物質が多くなると水は電気を通し易くなり、電気伝導率が高くなる。一般的に「①地下水

の滞留時間が長い時、②溶出し易い地層と接触した時」に電気伝導率は高くなる。廃棄物層は普通の地層に比較し

て溶出し易い（特に、焼却灰から塩素イオンを溶出し易い）ため、上記②の観点から電気伝導率と塩素イオンは影

響を検討する際の指標として用いられている。 
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（補足）地下水の分布 

・地下水は、図の黄色の範囲に存在している。最も浅い地下水は Ds1 層に存在し、その水位は図の点線
の高さとなっている。埋立区域のDs１層の地下水は、廃棄物層とDs1層の境界に分布する難透水性の
沖積層(図の紫色)や斜面堆積物によって蓋をされた状態となって被圧されていると考えられる。 
→Ds1 層が被圧している状態は、廃棄物層と Ds1 層の境界に分布する沖積層(図の紫色)や斜面堆積物
の透水性が小さいこと、連続性が良いことを示していると考えられる。 

 
・旧埋立地(MBNo4、MBNo13)の廃棄物層中には地下水は存在しない。Ds1層の地下水は被圧されてお
り、その水位は廃棄物層の底面よりも高いことから、廃棄物層に浸透した水は Ds1 層に浸透し難い状
況であると考えられる。なお、廃棄物層中の地下水位が Ds1層の水位よりも高くなると、Ds1層への
浸透が生じるようになる。 

「地下水の存在する地層（帯水層分布）」と「Dｓ１層の地下水の水位分布」図 
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